
議会報告会の開催
平成２５年２月 21 日（木）
午後６時 30 分　ポッポー館（２F）

　町民の皆様に日頃の議会の活動状況を知っていただ
き、皆様のご意見をお聴かせいただくために議会報告会
を開催します。どなたでもお気軽にご参加下さい。
　　◆お問い合わせ
　　　あさぎり町議会事務局　☎ 47 − 0312
　　　syoki-gikai@town.asagiri.lg.jp

あさぎり町少年消防クラブ（上）
あさぎり町幼年消防クラブ（下）

№36
Ｈ25.2.7発行

議会だより

あさぎり町議会

主な内容

一般会計補正予算
　　原案通り可決…………………… 2〜3P

15人 が町政を質す………… 4〜11P



討
論反  

今
回
の
件
は
、職
員
の
指
示
が
業
者
と
の
間
に

誤
解
を
生
じ
た
事
が
原
因
と
考
え
る
が
、職
員

は
精
一
杯
の
仕
事
を
し
て
い
る
と
調
査
報
告
書
か
ら

伺
え
る
。
よ
っ
て
反
対
す
る
。

賛
長
期
間
に
亘
っ
て
審
議
さ
れ
た
決
議
文
で
あ

り
内
容
も
妥
当
と
考
え
る
か
ら
賛
成
す
る
。

反
先
日
の
報
告
書
を
以
て
調
査
の
目
的
は
達
成

し
て
い
る
と
思
う
か
ら
、こ
の
決
議
文
に
は
反

対
す
る
。

谷
水
川
浚
渫
工
事
に
関
す
る
決
議

　

百
条
委
員
会
は
、述
べ
十
日
間
に
わ
た
り
関
係
者
の

証
言
や
保
管
書
類
等
を
基
に
調
査
し
た
結
果
、産
廃
物

の
不
法
な
埋
め
戻
し
、竣
工
届
等
の
偽
造
、工
事
関
係
書

類
の
不
備
と
町
側
の
精
査
不
足
、に
問
題
が
あ
る
と
判

断
す
る
。
町
側
に
対
し
て
、①
請
負
業
者
は
、産
廃
物
処

理
法
違
反
、私
文
書
偽
造
、詐
欺
の
疑
い
が
あ
る
た
め
、

適
切
な
判
断
を
下
す
こ
と
。
②
職
員
に
は
、地
方
公
務

員
法
に
よ
っ
て
対
処
す
る
こ
と
。
③
請
負
業
者
に
、法
律

に
基
づ
き
処
理
す
る
よ
う
勧
告
す
る
こ
と
。
④
指
名
業

者
選
定
は
、経
営
実
態
も
十
分
に
加
味
す
る
こ
と
。
⑤
町

長
は
、自
ら
の
責
任
を
明
確
に
す
る
こ
と
。
以
上
を
求
め

る
。

一般会計補正予算

101億5,529万円
3,057万3千円を追加し

　第４回定例会が、１２月１０日に開会し、条例改正・一般会計補正予算・
特別会計補正予算が提案され、いずれも原案通り可決され、併せて百条委
員会の報告及び決議文も採択されました。また、一般質問には、１５人全
員（議長を除く）が登壇し、町政を質しました。

　

新
町
建
設
計
画
の
計
画
期
間
及
び
そ
れ
に
付

随
す
る
項
目
に
つ
い
て
変
更
す
る
も
の
で
す

（
合
併
特
例
債
が
五
年
間
延
長
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
）

※�

新
町
建
設
計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

条例の制定 及び 改正
　
「
人
吉
球
磨
地
域
の
市
町
村
が
一
体
と
な
っ

て
廃
棄
物
等
の
散
乱
を
規
制
し
、
清
潔
で
美
し

い
町
づ
く
り
を
推
進
」
す
る
た
め
本
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る

※�

環
境
美
化
条
例
の
一
部
を
改
正

※�

個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正

　

本
人
以
外
の
者
に
保
有
個
人
情
報
を
提
供
す

る
こ
と
が
明
ら
か
に
本
人
の
利
益
と
な
る
と
認

め
ら
れ
る
こ
と
。

※��

政
治
倫
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

　

球
磨
林
材
工
業
株
式
会
社
の
解
散
に
よ
り

「
球
磨
林
材
工
業
株
式
会
社
」
を
削
る
も
の
。

総
額

議員名議案名 加賀山 橋本 久保 小出 森岡 徳永 豊永 山口 永井 皆越 小見田 奥田 田原 溝口 久保田

一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

川辺川総合土地改良事業組合の
解散について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

委員長報告（百条委員会報告） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ×

谷水川浚渫工事に関する決議 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ×

監査請求に関する決議（下水道
使用料賦課もれに関する事項）

○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ×

◆第４回定例議会  議案表決一覧表（抜粋）

あ
さ
ぎ
り
町
環
境
美
化
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
の
質
疑

問
「
犬
の
糞
を
放
置
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
飼

い
主
の
責
務
が
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
住

民
に
対
す
る
啓
発
と
方
策
は
。

答
広
報
等
で
啓
発
に
努
め
る
が
、
住
民
か
ら
の

情
報
が
あ
れ
ば
飼
い
主
に
も
指
導
を
し
た
い
。

問
こ
の
条
例
に
反
し
た
場
合
罰
則
が
あ
る
の

か
。

答
罰
金
等
の
罰
則
は
な
い
が
、
勧
告
を
し
て

も
正
当
な
理
由
な
く
し
て
従
わ
な
い
場
合

に
は
、
そ
の
氏
名
と
内
容
を
公
表
す
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

の
質
疑

問
地
方
バ
ス
に
運
行
補
助
金
の
増
額
が
あ
る

が
、
こ
の
補
助
金
の
近
年
の
推
移
は
。

答
近
年
赤
字
幅
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
の
で
、

人
吉
球
磨
の
地
域
公
共
交
通
会
議
の
中
で
、

路
線
の
見
直
し
等
が
で
き
な
い
か
各
町
村
と
連
携

を
図
っ
て
い
る
。

水
道
事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て

の
質
疑

問
貸
借
対
照
表
の
資
本
の
部
で
「
受
贈
財
産

の
評
価
額
」
と
は
ど
の
よ
う
な
物
の
評
価

額
な
の
か
。

答
下
水
道
の
敷
設
工
事
時
に
併
せ
て
上
水
道

管
を
交
換
し
た
。
工
事
費
は
、
下
水
道
会

計
で
計
上
し
て
い
る
。

谷
水
川
浚
渫
工
事
の
調
査
に
関

す
る
「
百
条
委
員
会
」
の
決
議

案
（
百
条
委
員
会
委
員
長
に
対

す
る
質
疑
）

問
業
者
に
対
す
る
処
分
案
に
つ
い
て
は
重
す

ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
（
委
員
長
）
厳
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
町

の
指
示
通
り
産
廃
処
理
さ
れ
て
い
な
い
の

で
指
摘
を
し
て
い
る
。

問
職
員
の
懲
戒
が
ど
の
程
度
な
の
か
判
断
が

難
し
い
と
思
う
が
。

答
（
委
員
長
）
こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
執
行
部

が
判
断
さ
れ
る
事
だ
が
、
書
類
の
不
備
や
書

類
の
精
査
が
な
さ
れ
て
い
な
い
し
、
職
員
の
公
金
を

扱
う
と
い
う
意
識
が
薄
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。

審
議
内
容
の
抜
粋

23



加
賀
山　

医
療
費
や
介
護
費
用
の
増
大

が
深
刻
化
し
て
い
る
が
、
町
と
し
て
の

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
。

保
健
環
境
課
長　
「
あ
さ
ぎ
り
健
康
プ

ラ
ン
21
」
を
柱
に
「
生
活
習
慣
病
対
策
」

を
重
点
に
、
今
後
は
住
民
組
織
や
人
材

育
成
・「
乳
幼
児
か
ら
若
い
世
代
の
良

い
生
活
習
慣
の
定
着
を
図
る
」
こ
と
。

「
元
気
な
高
齢
者
を
増
や
す
取
り
組
み
」

な
ど
を
課
題
に
進
め
て
い
き
た
い
。

加
賀
山　

自
主
防
災
組
織
の
活
動
支

援
・
防
災
資
材
等
の
充
実
・
避
難
生
活

備
蓄
品
の
整
備
な
ど
の
防
災
体
制
と
女

性
消
防
隊
の
組
織
化
に
つ
い
て
。

総
務
課
長　

町
の
諸
備
蓄
の
主
な
も
の

と
し
て
水
十
二
ト
ン
・
乾
パ
ン
・
毛
布

等
が
あ
る
。

加
賀
山　

町
と
し
て
は
最
小
限
の
備
蓄

し
か
出
来
て
い
な
い
。「
一
人
一
人
が

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」と
い
う「
危

機
管
理
の
周
知
徹
底
」
を
町
民
に
啓
発

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
又
、
自
主
防
災

組
織
の
強
化
と
共
に
非
常
時
の
対
応
を

中
心
に
活
動
す
る
女
性
消
防
隊
の
組
織

化
を
ぜ
ひ
進
め
て
欲
し
い
。

そ
の
他
の
質
問

◎
十
周
年
事
業
に
伴
う
植
樹
計
画
は

森園カントリーパーク周辺の環境整備は
奥田　公人 議員
新しい水源の活用策は
小見田　和行 議員

目的成果の上がらないものは廃止し
メリハリの効いた予算編成を
徳永　正道 議員
山の幸開発事業業務委託料１千万の回収は
豊永　喜一 議員

７
P

８
P

第二次総合計画基本構想は
森岡　勉 議員
消防広域化協議会離脱後の町の方向性は
田原　健一 議員
ふるさと振興社を民間委託に
溝口　峰男 議員
営農支援センター設立は
小出　高明 議員
人材の活かし方は
久保　尚人 議員

９
P

10
P

11
P

アンテナショップの売り上げは
皆越　てる子 議員

政権交代後の政策の変動は
永井　英治 議員

薬草で産業活性化を
久保田　久男議員

今後の伝統文化の保存と継承は
橋本　誠 議員

５
P15人が登壇一般

質問

６
P

一
般
質
問

一
般
質
問

医療費削減のための健康づくりは
加賀山　瑞津子 議員

地域づくりサポーターの設置は
山口　和幸 議員

４
P

加賀山  瑞津子 議員

問 �地域づくりサポーターの設置は
　　 設置を考える

山
口　

集
落
や
行
政
区
な
ど
の
地

域
の
果
た
す
役
割
は
、
住
民
自
治

を
は
じ
め
、
福
祉
・
環
境
・
防
災

な
ど
の
場
面
で
、
年
々
重
要
性
を

増
し
て
い
る
。
し
か
し
、
少
子
高

齢
化
、
過
疎
化
が
進
展
し
て
い
る

こ
と
に
伴
い
、
か
つ
て
に
比
べ
集

落
を
支
え
る
仕
組
み
が
低
下
し
て
お
り
、
地
域
の

活
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
職
員
を
各
行
政
区
に

配
置
し
て
の
地
域
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
の
設
置
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長　

地
域
に
は
住
民
が
誇
れ
る
地
域
資
源
が
あ

り
、
地
域
の
住
民
が
お
互
い
に
助
け
合
う
等
の
取

り
組
み
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
、

サ
ポ
ー
タ
ー
の
設
置
を
考
え
て
み
た
い
。

才
園
古
墳
周
辺
整
備
は

山
口　

遥
か
中
国
で
作
ら
れ
、
中
国
と
の
交
易
を

明
か
す
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
、
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
、
金
メ
ッ
キ
さ
れ
た
全
国
に
も

数
例
し
か
な
い
り
ゅ
う
金
獣
帯
鏡
等
が
出
土
し

た
才
園
古
墳
周
辺

整
備
は
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

町
長　

熊
本
県
史

跡
才
園
古
墳
保
存

整
備
基
本
構
想
に

基
づ
き
、
関
係
各

課
集
ま
り
近
日
中

に
現
地
調
査
を
し

て
み
た
い
。

問 

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
売
り
上
げ
は

　
　

  　
　
　

ネ
ッ
ト
販
売
と
並
行
し
て
い
く

町長

皆
越　

十
一
月
二
十
七
日
ポ
ッ
ポ
ー
館

で
免
田
地
区
の
意
見
交
換
会
が
あ
り
、

住
民
の
方
よ
り
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

の
毎
月
の
売
り
上
げ
は
幾
ら
ぐ
ら
い

か
と
い
う
質
問
の
答
弁
で
、
町
長
は

三
十
万
円
か
ら
四
十
万
円
位
だ
と
答
弁

さ
れ
た
が
、
正
確
な
数
字
を
こ
こ
で
確

認
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
オ
ー
プ

ン
六
ヵ
月
の
状
況
を
お
示
し
頂
き
た
い
。

商
工
観
光
課
長　

販
路
拡
大
事
業
売
上

収
支
実
績
一
覧
表
の
と
お
り
の
実
績
で

あ
る
。
残
り
四
ヵ
月
分
の
予
想
は
、
ア

ン
テ
ナ
＋
ネ
ッ
ト
売
上
高
で
七
六
〇
万

円
は
見
込
ま
れ
る
。
職
員
の
動
員
を
行

い
、チ
ラ
シ
の
配
布
、集
客
の
呼
び
込
み
・

八
月
二
日
よ
り
十
二
月
迄
毎
月
第
一
木

曜
、
金
曜
日
に
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
売
上

拡
大
を
図
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

◎
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
つ
い
て

山口　和幸  議員

永
井　

現
在
（
十
二
月
十
日
）
衆
議
院
議
員
総
選

挙
の
真
最
中
で
あ
る
。選
挙
の
結
果
次
第
で
あ
る

が
、政
権
が
代
わ
れ
ば
「
農
業
者
戸
別
所
得
補
償

制
度
」も
変
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
心
配
が

あ
る
が
。

農
林
振
興
課
長　

現
段
階
で
は
、
二
十
五
年
度

の
国
の
戸
別
所
得
補
償
予
算
の
概
算
要
求
額
は

二
十
四
年
度
と
同
額
で
あ
る
の
で
、政
権
の
状
況

次
第
で
は
難
し
い
部
分
が
あ
る
の
だ
が
今
の
段

階
で
は
二
十
四
年
度
と
変
わ
ら
な
い
状
況
で
あ

る
。

県
立
高
校
再
編
に
対
す
る
取
り
組
み
は

永
井　

県
は
二
十
七
年
ま
で
に
球
磨
郡
内
の
県

立
高
校
三
校
を
二
校
に
統
廃
合
の
意
向
で
あ
る
。

南
稜
高
校
も
統
廃
合
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
が

そ
の
存
続
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

町
長　

郡
内
の
町
村
長
は
二
校
に
再
編
さ
れ
る

認
識
は
な
い
の
で
、残
せ
る
手
段
が
あ
る
の
で
は

と
県
に
訴
え
て
い
る
。
し
か
し
、南
稜
高
校
の
活

性
化
と
も
併
せ
て
備
え
は
具
体
的
に
や
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

皆越　てる子 議員

問 �

医
療
費
削
減
の
た
め
の
健
康

　

づ
く
り
は

　
　

   　
　

予
防
医
療
が
大
き
な
鍵
に
な
る

永井　英治  議員

問 政権交代後の政策の変動は
　　 　　現段階では変動はない農林振興課長

　　　　　　　　　　　　　販路拡大事業売上収支実績一覧表　　　　　　　　（単位：円）

６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 小計

売上高（計画） 1,987,271 2,829,541 2,843,401 2,884,586 2,936,561 3,860,064 17,341,424

アンテナ  ＋
ネット売上高

（実績）
1,135,829 587,147 622,840 608,589 780,642 700,702 4,435,749

売上差引
（実績−計画） − 851,442 − 2,242,394 − 2,220,561 − 2,275,997 − 2,155,919 − 3,159,362 − 12,905,675

保
健
環
境
課
長

商
工
観
光
課
長

議員が町の執行
部に対してさま
ざまな角度から
町政について質
問する。

須恵地区の自主防災訓練

南稜高校 才園古墳
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問 新しい水源の活用策は
　　　　  水道事業基本計画見直し時に、
　　　　  公式に記載する事も可能

問 

森
園
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
周
辺
の

　

 

環
境
整
備
は

　
　
　

�　
　

    

売
買
と
か
借
上
げ
と
か
は

　
　
　
　
　
　

 

非
常
に
難
し
い

一
般
質
問

小見田  和行 議員

一
般
質
問

小
見
田　

水
源
調

査
の
結
果
、岡
原
、

深
田
地
区
か
ら
水

質
良
好
、
日
量
千

ト
ン
以
上
の
水
源

が
発
見
さ
れ
た
。

住
民
の
期
待
も
高

ま
っ
て
い
る
が
、

今
後
、
ど
の
様
に

活
用
さ
れ
る
つ
も

り
か
伺
い
た
い
。

上
下
水
道
課
長　

平
成
二
十
八
年
に

上
水
道
、
簡
易
水

道
事
業
統
合
に
向

け
、
水
道
事
業
計
画
を
見
直

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
際
岡
原
、
深
田
地
区
も
優

先
順
位
を
つ
け
、
そ
の
計
画

に
登
載
し
、
整
備
で
き
た
ら

と
思
う
。

小
見
田
　
既
利
用
す
る
予

定
も
無
く
、
基
本
計
画
に

載
っ
て
い
な
い
地
域
に
一
本

五
百
万
円
も
か
け
試
掘
を
し

た
理
由
は
。

副
町
長　

特
に
岡
原
地

区
の
維
持
費
が
高
く
、

温
め
る
と
湯
沸
器
等
へ

の
白
い
結
晶
の
付
着
な

ど
、
住
民
の
要
望
も
あ

り
新
し
い
水
源
を
求
め
る
必

要
を
感
じ
て
お
り
、
新
し
い

基
本
計
画
で
の
優
先
順
位
を

ど
う
位
置
づ
け
る
か
の
根
拠

と
思
い
試
掘
を
行
っ
た
。

問 

今
後
の
伝
統
文
化
の
保
存
と
継
承
は

　

 　

  　

催
事
な
ど
の
披
露
す
べ
き
機
会
を

　
　

   　

つ
く
っ
て
い
き
た
い

久
保
田　

町
の
農
業
は
、
何

で
も
で
き
る
と
い
う
恵
ま
れ

た
環
境
に
あ
り
、
こ
れ
と

い
っ
て
重
点
品
目
が
な
い
の

が
最
大
の
悩
み
で
は
な
い

か
。
近
年
、
薬
草
栽
培
が
導

入
さ
れ
た
機
会
に
町
と
し
て

の
農
産
物
生
産
に
お
け
る
基

本
姿
勢
を
示
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
つ
ま
り
、「
薬
草
」「
健

康
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で

全
農
産
物
を
あ
さ
ぎ
り
ブ
ラ

ン
ド
化
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

町
長　

今
、
安
全
、「
健
康
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
長
期
的
に

進
め
て
い
く
上
で
町
の
大
き

な
課
題
だ
と
思
う
。

久
保
田　

林
業
の
基
幹
で
あ

る
森
林
組
合
の
合
併
の
進
捗

状
況
は
。

問 薬草で産業活性化を
　　 安全、「健康」はキーワードになる

橋
本　

今
後
の
伝
統
文
化
の

保
存
と
継
承
は
ど
う
考
え
る

か
。

町
長
　
伝
統
芸
能
の
各
種
団

体
を
集
め
て
話
し
あ
い
を
持

ち
今
後
の
対
策
を
考
え
て
い

き
た
い
。

　

重
点
的
に
残
す
べ
き
だ
と

い
う
も
の
を
検
討
し
て
く
べ

き
だ
と
思
う
。

橋
本
　
郷
土
芸
能
の
保
存
、

継
承
や
後
継
者
育
成
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
が
、
過
疎
化

や
少
子
高
齢
化
の
進
行
と
と

も
に
後
継
者
不
足
な
ど
の
問

題
か
ら
保
存
継
承
が
厳
し
く

な
っ
て
い
る
。
今
後
の

支
援
策
は
。

教
育
課
長　

催
事
な
ど

の
披
露
す
べ
き
機
会
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

補
助
金
に
関
し
て
は
貴

重
な
財
源
な
の
で
当
団
体
に

は
説
明
し
て
補
助
を

受
け
る
よ
う
に
し
て

も
ら
っ
て
い
る
が
厳

し
い
財
政
の
中
で
増

額
は
簡
単
に
は
い
か

な
い
が
町
と
協
議
し
、

努
め
て
い
き
た
い
。

橋
本　

後
継
者
の
育

成
と
発
表
の
場
を
設

け
地
域
の
実
態
を
把

握
し
た
う
え
で
よ
り

よ
い
検
討
を
お
願
い

し
た
い
。
各
種
団
体

を
集
め
て
話
し
あ
い

を
持
ち
今
後
の
対
策

を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

◎�

子
供
の
体
力
と
ス
ポ
ー
ツ

の
推
進
は
。

橋本　誠 議員

町長

柳別府太鼓踊り保存会

薬草三島柴胡

教
育
課
長

奥田　公人 議員

奥
田　

森
園
カ
ン
ト
リ
ー

パ
ー
ク
は
竣
工
以
来
約
十
年

を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
、

サ
ッ
カ
ー
競
技
を
主
に
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
に
利
用
さ

れ
て
い
る
が
、
周
辺
環
境
を

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
駐
車
場
入
り
口

北
側
に
、
個
人
所
有
の
水
田

約
五
ア
ー
ル
と
約
十
ア
ー
ル

程
の
二
筆
が
あ
る
。数
年
来
、

耕
作
放
棄
地
と
し
て
そ
の
ま

ま
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

非
常
に
景
観
が
損
な
わ
れ
て

お
り
、
ど
う
に
か
し
て
ほ
し

い
と
い
う
意
見
が
多
い
。
森

園
は
昔
か
ら
蝮ま
む
しの

多
い
所
だ

と
言
わ
れ
て
お
り
放
置
す
る

と
蝮ま
む
しの

温
床
に
も
な
り
か
ね

な
い
。町
が
借
り
上
げ
る
か
、

買
い
上
げ
て
整
備
出
来
な
い

か
。

町
長　

森
園
カ

ン
ト
リ
ー
パ
ー

ク
は
、
天
然
芝

と
い
う
こ
と
で
、

子
供
達
の
サ
ッ

カ
ー
を
中
心
に

年
間
一
万
人
を

超
え
る
利
用
が

あ
っ
て
、
町

の
活
性
化
に

は
か
な
り

貢
献
し
て
い

る
。

農
業
委
員
会

事
務
局
長　

お
尋
ね
の
土
地

に
つ
い
て
は
権
利
関
係
が
設

定
さ
れ
て
お
り
、
売
買
と
か

借
上
げ
と
か
は
非
常
に
難
し

い
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長

森園カントリーパーク周辺

岡原試掘現場

上下水道課長

久保田  久男 議員

町
長　

現
在
、
中
球
磨
、
人

吉
、
山
江
の
三
森
林
組
合
で

合
併
の
協
議
を
進
め
て
い

る
。

そ
の
他
の
質
問

◎�

区
の
再
編
（
統
合
）
に
つ

い
て

・
再
編
の
進
捗
状
況
等

◎�

地
域
審
議
会
の
今
後
の
あ

り
方
に
つ
い
て

・�

地
域
お
こ
し
、
協
働
の
町
づ

く
り

◎�
行
政
座
談
会
の
あ
り
方
に

つ
い
て
。
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問 

山
の
幸
開
発
事
業
業
務
委
託
料

　

 

１
千
万
円
の
回
収
は

　
　
　

可
能
な
限
り
挽
回
す
る
努
力
を
し
た
い

問 

第
二
次
総
合
計
画
基
本
構
想
は

　
　
　

地
域
毎
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
つ
と
め
る

徳永　正道 議員

豊永　喜一 議員

一
般
質
問

田原　健一 議員

森岡　勉 議員

一
般
質
問

徳
永
　
予
算
編
成
を
す
る
に

あ
た
り
少
な
い
財
源
を
総
花

的
に
ば
ら
ま
い
て
い
た
の
で

は
重
点
的
な
事
業
展
開
は
で

き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
地

方
自
治
法
第
二
条
第
十
四

項
で
は
、最
小
の
経
費
で
最

大
の
効
果
を
上
げ
る
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
う

た
っ
て
あ
る
。
そ
の
為
に
は
、

現
在
展
開
し
て
い
る
事
業
の

中
で
目
的
成
果
の
上
が
っ
て

い
な
い
も
の
、費
用
対
効
果

の
上
が
っ
て
い
な
い
も
の
に

つ
い
て
は
町
長
の
決
断
と
英

断
を
も
っ
て
廃
止
を
す
べ
き

で
あ
る
。
例
え
ば
、年
間
約

三
千
万
の
赤
字
を
出
し
て
い

る
岡
原
の
温
泉
施
設
、福
岡

に
展
開
し
て
い
る
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
十
一
月
の
実
績
に
よ

森
岡　

人
口
構
造
の
変
化
に
伴
い
、町
の
人

口
減
少
に
歯
止
め
が
き
か
ず
、平
成
三
十
四

年
度
の
人
口
数
は
一
万
四
千
九
百
人
余
の
予

想
で
あ
り
、近
い
将
来
に
、限
界
集
落
が
発
現

し
て
く
る
こ
と
を
想
定
し
、格
差
の
な
い
地
域

づ
く
り
、又
、地
域
力
づ
く
り
に
早
急
に
取
り

組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

国
の
経
済
は
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
し
、

地
方
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
な
か
、一
定
規
模

の
収
入
あ
る
仕
組
み
づ
く
り
と
、集
落
の
支

え
合
い
、ふ
れ
あ
い
の
場
を
継
続
し
、生
活
環

境
づ
く
り
に
つ
と
め
て
参
り
ま
す
。
そ
れ
に

は
、地
域
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
こ
と
が
大

切
で
必
要
と
考
え
ま
す
。

森
岡　

こ
れ
に
伴
う
、中
、長
期
的
な
予
算
編

成
は
。

副
町
長　

地
方
財
政
計
画
の
厳
し
い
部
分
を

見
据
え
て
、中
期
の
財
政
計
画
に
充
て
て
い
く

と
い
う
基
本
姿
勢
で
行
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◎�

農
村
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
活
用
に
つ

い
て

◎
法
令
等
遵
守
態
勢
の
体
制
確
立
に
つ
い
て

　

豊
永　

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業

及
び
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業
の
成
果
と
課

題
は
。

商
工
観
光
課
長
　
大
き
な
成
果
と
し
て
は
、

三
年
間
で
一
八
二
名
の
雇
用
の
機
会
が
得
ら

れ
た
こ
と
。
課
題
と
し
て
は
、
事
業
終
了
後

の
継
続
の
雇
用
の
あ
り
方
で
あ
る
。

豊
永　

山
の
幸
開
発
事
業
に
つ
い
て
、
八
月

の
本
会
議
に
お
い
て
議
会
は
業
務
委
託
を
や

め
る
べ
き
と
い
う
決
議
を
し
た
が
、
申
し

入
れ
事
項
は
履
行
す
べ
き
。
業
務
委
託
料

一
千
万
円
の
回
収
は
ど
う
す
る
の
か
。

町
長　

可
能
な
限
り
挽
回
す
る
努
力
を
し
な

い
と
い
け
な
い
。
賃
借
料
等
関
係
で
徐
々
に

返
し
て
い
く
。

豊
永
　
青
年
就
農
給
付
金
事
業
の
取
り
組

み
状
況
は
。

農
林
振
興
課
長　

平
成
二
十
四
年
度
の
該

当
者
数
は
十
五
名
で
あ
り
、
対
象
者
は

二
十
七
名
で
あ
る
。

豊
永　

殆
ど
の
農
家
が
親
元
就
農
で
あ
る
。

取
り
組
み
た
く
て
も
要
件
等
で
厳
し
い
と

こ
ろ
も
あ
る
。
少
し
で
も
該
当
者
と
な
る

よ
う
努
力
を
し
て
貰
い
た
い
。

問 目的成果の上がらないものは廃止し
　 メリハリの効いた予算編成を
　　 その様な方向で予算編成をして参りたい町長

田
原　

消
防
広
域
化
協
議
会
か
ら
離
脱
し
た
理
由
と
町
民
へ
の

周
知
は
。

町
長　

四
消
防
本
部
で
発
足
し
た
協
議
会
で
あ
っ
た
が
、
芦
北

水
俣
が
離
脱
し
た
こ
と
に
よ
り
、
三
消
防
本
部
だ
け
で
の
協
議

継
続
は
消
防
力
の
強
化
か
ら
考
え
た
時
に
当
初
の
目
的
か
ら
逸

脱
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
判
断
か
ら
、
正
副
組
合
長
会
で

決
定
し
た
。
こ
の
こ
と
は
町
の
広
報
紙
二
月
号
で
町
民
に
周
知

す
る
。

田
原　

上
西
、
免
田
西
、
深
田
西
地
区
へ
の
救
急
車
到
着
時
間

の
短
縮
が
課
題
と
な
る
が
、
町
と
し
て
の
今
後
の
方
向
性
は
。

町
長　

広
域
化
に
参
加
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
西
分
署
建
設
、

人
吉
下
球
磨
と
の
協
議
等
改
善
策
を
条
件
付
記
し
て
い
る
。
人

吉
下
球
磨
と
連
携
し
て

地
域
の
課
題
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
協
議
の
場

を
求
め
て
い
き
た
い
。

田
原　

人
吉
球
磨
は
広

域
行
政
組
合
で
八
つ
の

事
務
を
共
同
処
理
し
て

い
る
。
消
防
行
政
も
一

緒
に
や
っ
て

い
っ
た
ら
ど

う
か
。

問 消防広域化協議会離脱後の
　 町の方向性は
　　人吉下球磨との協議の場を求めていく町長

町
長

町
長

大豆中耕作業　㈱アグリトラストサービス

り
ま
す
と
三
百
十
五
万

円
の
赤
字
、こ
う
い
う
事

を
続
け
て
い
け
ば
益
々

財
政
は
ひ
っ
迫
し
て
い

く
。
予
算
の
配
分
と
い

う
の
は
メ
リ
ハ
リ
の
効

い
た
も
の
で
な
け
れ
ば
税
の

生
か
し
た
使
い
方
に
つ
な
が

ら
な
い
の
で
は
。

町
長　

今
、予
算
編
成
に
向

け
て
事
前
の
内
部
の
確
認
を

し
な
が
ら
進
め
て
い
る
所
。

し
っ
か
り
と
メ
リ
ハ
リ
を
つ

け
た
予
算
編
成
を
し
て
参
り

た
い
。

温華乃遥温泉

上球磨消防署

ま め 知 識

※１ 準限界集落
　　　　�55歳以上人口比率が50％を
　　　　超えている集落
※２  限界集落
　　　　�65歳以上の人口比率が50％を
　　　　超えている集落。
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や
る
気
が
出
る
様
な
、
こ
だ
わ
り
の
あ
る
作

物
を
作
り
、
産
地
化
し
、
守
り
の
農
業
か
ら

攻
め
の
農
業
へ
進
め
て
行
く
べ
き
で
は
な
い

か
と
思
う
。

そ
の
他
の
質
問

◎�

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

◎�

上
小
周
辺
の
管
理
に
つ
い
て

久
保　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

し
っ
か
り
と
や
っ
て
、
全
員

を
や
る
気
の
集
団
に
変
え
て

い
く
の
が
リ
ー
ダ
ー
の
仕
事

で
あ
る
。
町
長
に
は
「
物
を

作
る
前
に
人
を
作
る
」
と
い

う
松
下
幸
之
助
の
理
念
を
忘

れ
ず
に
職
員
全
員
に
浸
透
さ

せ
て
ほ
し
い
。

町
長　

軸
（
理
念
）
に
な
る

も
の
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い

る
。
今
一
度
、
や
る
気
を
引

き
出
す
仕
組
み
づ
く
り
を
原

点
に
帰
っ
て
行
い
た
い
。

久
保　

そ
れ
が
皆
さ
ん
方

リ
ー
ダ
ー
の
仕
事
で
あ
る
。

切
磋
琢
磨
し
て
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

溝口　峰男 議員

小出　高明 議員

久保　尚人 議員

一
般
質
問

小
出　

営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
設
立
に
つ
い
て

現
時
点
で
の
支
援
構
想
は
。

町
長　

様
々
な
所
か
ら
、
期
待
が
高
ま
っ
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
が
、
位
置
付
け
を
し
っ

か
り
置
い
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
い
進
め
て
い
る
。

小
出　

ス
ピ
ー
ド
感
の
遅
さ
を
感
じ
る
が
。

町
長　

よ
り
効
果
の
高
い
も
の
に
す
る
為
、

他
の
提
案
も
含
め
、
開
設
・
運
営
に
向
け
て

じ
っ
く
り
取
り
組
み
た
い
。
三
月
頃
ま
で
に

は
、
構
想
を
ま
と
め
て
行
き
た
い
。

小
出　

関
連
し
て
、
も
っ
と
親
元
就
農
が
増

え
る
様
な
取
り
組
み
も
必
要
で
は
。

町
長　

あ
さ
ぎ
り
町
と
い
う
農
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
進
め
、
知
名
度
を
上
げ
て
行
く
事

も
必
要
だ
と
思
う
。

小
出
　
一
次
産
業
が
活
発
に
な
る
為
に
も
、

久
保　

現
在
、
適
正
職
員

数
の
一
・
三
倍
に
あ
た
る

二
二
六
人
の
職
員
が
業
務
に

あ
た
っ
て
い
る
が
、
町
民
か

ら
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
満
足

し
て
い
る
と
い
う
答
え
が
聞

こ
え
な
い
。
原
因
は
何
で
あ

る
と
思
う
か
。

町
長　

現
場
主
義
、
素
早
い

対
応
、
笑
顔
の
窓
口
対
応
を

指
導
し
て
い
る
が
浸
透
し
て

い
な
い
と
感
じ
る
。

総
務
課
長
　
町
民
の
問
い
か

け
に
対
し
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
の
速
度
が
遅
い
と
反
省
し

て
い
る
。

溝
口　

ふ
る
さ
と
振
興
社
は
今
日
迄
、
町
長
が
社
長
を

務
め
て
き
た
が
、
激
務
の
中
で
商
売
の
指
示
を
す
る
こ

と
に
は
デ
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。
産
業
の
活
性
化
を
図

る
う
え
に
お
い
て
は
、
民
間
に
委
託
し
た
方
が
よ
り
効

果
が
出
る
と
考
え
る
が
。

町
長
　
ふ
る
さ
と
振
興
社
の
役
割
は
重
要
で
あ
る
。
そ

の
中
で
経
営
に
つ
い
て
は
、
民
間
に
委
託
す
る
時
期
に

来
て
い
る
と
思
う
。

溝
口　

ふ
る
さ
と
振
興
社
の
あ
り
方
を
協
議
す
る
会
を

設
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
　
そ
の
様
な
方
向
で
進
め
て
い
き
た
い
。

溝
口
　
六
次
産
業
振
興
の
た
め
設
備
資
金
五
千
万
円
を

商
工
会
へ
支
出
し
た
が
、
こ
れ
は
農
家
の
た
め
に
も
大

き
な
成
果
を
も
た
ら
す
。
一
方
商
品
化
さ
れ
た
も
の
の

販
売
に
は
、
こ
れ
ま
で
携
わ
っ
て
来
た
人
々
な
し
で

は
拡
大
で
き
な
い
。

経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ

を
持
っ
た
も
の
の

雇
用
継
続
を
基
金

を
活
用
し
て
で
も

図
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

町
長　

基
金
の
活

用
策
を
検
討
す
る

中
で
雇
用
継
続
も

一
月
中
に
は
結
論

を
出
し
た
い
。

問 ふるさと振興社を民間委託に
　  検討する時期に来ていると思う町長

ブロッコリー栽培状況

ふるさと振興社

問 

営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
設
立
は

　
　
　

あ
る
べ
き
姿
、
三
月
頃
ま
で
に
は

　
　
　

出
し
た
い

問 

人
材
の
活
か
し
方
は

　
　
　

や
る
気
を
引
き
出
す
仕
組
み
づ
く
り
を

　
　
　

原
点
に
帰
っ
て
行
い
た
い

町
長

町
長

リーダーシップに関する書籍の紹介　（Amazon.co.jp のレビュー評価より抜粋）

人を動かす デール カーネギー ( 著 )

「ついていきたい」と思われるリーダーになる
51 の考え方 岩田 松雄 ( 著 ) 

リーダーになる人に知っておいてほしいこと 松下 幸之助 ( 著 ) 松下政経塾 ( 編集 ) 

リーダーになる人の たった 1 つの習慣 福島 正伸 ( 著 ) 

最高のリーダー、マネージャーがいつも考えている
たったひとつのこと マーカス バッキンガム ( 著 ) 

　県内の町村議会が発行する広報誌の出来栄えを競うコンクール
で、議会だより「あさぎり」が、最高賞の特選を受賞しました。
　今回、広報誌を発行している 27 議会のうち 26 議会が応募した
中での特選受賞です。
　11 月 28 日、熊本県市町村自治会館にて、表彰式と、広報研修

会があり、審査委員の越地伸一郎・熊本Ｎ
ＩＥ専門委員に「メリハリの効いた見出し、
すっきりとしたレイアウト、分かりやすい
説明は住民目線でよい」と評価して頂きま
した。去年は、全国町村議員広報研修にも
参加し研鑽しました。今後も、より見やすく、
分かりやすい広報誌作りに努めて参ります
ので宜しくお願い致します。

祝 特選
議会だより

「あさぎり」が 受賞 !!
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載
し
ま
す
。

　

10
月
12
日
、
薬
草
（
ミ
シ
マ
サ
イ
コ
）
生
産

組
合
の
役
員
か
ら
現
況
に
つ
い
て
意
見
聴
取
を

行
い
、
今
後
の
組
合
の
在
り
方
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
し
ま
し
た
。
担
当
課
に
次
の
事
を
意
見

具
申
を
し
ま
し
た
。
①
生
産
組
合
と
管
理
部
会

が
別
々
に
活
動
し
て
い
る
が
、
今
後
は
一
体
化

し
た
体
制
の
中
で
活
動
す
る
こ
と
が
生
産
量
の

拡
大
、
品
質
向
上
に
つ
な
が
る
の
で
、
そ
の
様

な
方
向
に
指
導
す
る
こ
と　

②
町
か
ら
の
委
託

料
は
事
業
内
容
か
ら
み
て
こ
の
ま
し
く
な
い
の

で
、
今
後
は
補
助
金
と
し
て
支
出
す
る
こ
と
。

　

11
月
８
日
〜
９
日　

林
業
活
性
化
協
議
会
の

メ
ン
バ
ー
と
宮
崎
県
日
南
市
「
飫
肥
杉
だ
ら
け

の
ま
ち
づ
く
り
」「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
」
飫

肥
杉
モ
デ
ル
住
宅
建
設
の
取
り
組
み
を
視
察
し

ま
し
た
。
あ
さ
ぎ
り
町
に
は
、
約
３
６
４
２
㌶

の
町
有
林
・
財
産
区
有
林
が
あ
る
が
、
地
産
地

消
の
取
り
組
み
が
遅
れ
て
い
ま
す
。
よ
う
や
く

木
に
携
わ
る
若
手
メ
ン
バ
ー
が
、
ト
ー
タ
ル
林

業
に
挑
戦
を
始
め
た
の
で
町
ぐ
る
み
で
支
援
し

て
い
く
こ
と
が
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま

ず
は
、
新
月
伐
採
し
た
木
材
を
使
用
し
た
モ
デ

ル
住
宅
が
一
日
も
早
く
完
成
す
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。

　

11
月
30
日
、
旧
須
恵
中
学
校
跡
地
に
計
画
さ

れ
て
い
る
町
営
住
宅
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
昨
年
３
月
議
会
で
３
千
４
３
５
万
円
の

造
成
費
を
認
め
た
が
、
そ
の
後
の
説
明
で
計
画

が
何
度
も
変
更
さ
れ
る
な
ど
一
貫
性
が
な
い
の

で
事
業
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

　

し
っ
か
り
と
し
た
全
体
計
画
、
予
算
、
そ
し

て
入
居
希
望
状
況
等
を
早
急
に
示
す
よ
う
に
指

示
を
し
ま
し
た
。

町は四月に十歳の誕生日

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
昨
年
改
選
が
あ
り
、
九
人
が
議
会
を
去

ら
れ
七
人
が
新
し
く
仲
間
入
り
し
ま
し

た
。
町
民
の
皆
様
か
ら
は
、
変
わ
ら
ぬ
温

か
い
ご
助
言
や
厳
し
い
ご
意
見
を
頂
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
も
、
議
員
一
同
、
住
民
の
代
表
で
あ

る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
、
皆
様
の
ご
意
見

を
拝
聴
し
な
が
ら
精
一
杯
努
め
る
所
存

で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
四
月
一
日
に
本
町
は
十
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
ま
す
。
あ
さ
ぎ
り
中
学

校
も
誕
生
し
、
あ
さ
ぎ
り
町
民
と
し
て
の

自
覚
や
一
体
感
も
よ
う
や
く
根
付
い
て

き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
生
産
年
齢
人

口
と
年
少
人
口
が
大
幅
に
減
り
、
農
・
林
・

商
・
工
す
べ
て
の
生
産
額
が
減
少
し
て
い

て
、
周
辺
部
の
寂
れ
も
目
立
ち
始
め
て
い

ま
す
。
町
行
政
も
対
策
を
執
っ
て
い
ま
す

が
、
直
ぐ
に
目
立
っ
た
効
果
を
あ
げ
る
こ

と
は
難
し
く
、
こ
れ
か
ら
も
、
産
業
の
活

性
化
と
雇
用
や
定
住
人
口
の
増
加
に
向

け
知
恵
を
絞
り
、
有
効
な
投
資
を
続
け
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
合
併
時
に
五
町
村
が
持
ち
寄
っ

た
巨
額
の
負
債
は
減
ら
な
い
ま
ま
、
満
額

の
財
政
優
遇
は
来
年
度
で
終
わ
り
ま
す
。

企
画
財
政
課
の
試
算
で
は
、
仮
に
現
在
の

財
政
運
営
を
継
続
し
た
ら
、
二
十
八
年

度
か
ら
実
質
は
単
年
度
赤
字
に
転
落
し
、

遠
か
ら
ず
破
綻
が
待
ち
受
け
て
い
ま
す
。

執
行
部
に
は
、
全
て
の
分
野
で
財
政
改

革
を
進
め
な
が
ら
も
、
メ
リ
ハ
リ
の
効

い
た
投
資
は
続
け
て
い
く
と
い
う
非
常

に
難
し
い
舵
取
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
議

会
に
は
、
最
終
議
決
機
関
と
し
て
の
大
き

な
責
任
が
あ
り
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
ば
か

り
で
な
く
、
前
向
き
で
有
効
な
政
策
提

案
能
力
が
試
さ
れ
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
本
町
十
歳
の
誕
生
日
の
現
実
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
町
民
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご

多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

議会議長　橋爪 和彦

12月定例議会初日（平成24年12月10日）

組
合
運
営
に
つ
い
て
、
事
業
休
止
状
態
が
続
い

て
い
る
こ
と
と
、
職
員
の
退
職
等
に
伴
い
、
事

業
継
続
が
困
難
と
判
断
し
、
今
年
度
末
を
も
っ

て
解
散
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
協

議
会
方
式
に
替
え
る
こ
と
と
し
、
事
業
に
つ
い

て
は
引
き
続
き
国
に
、
国
営
事
業
と
し
て
、
事

業
継
続
を
要
望
し
て
い
く（
新
聞
等
に
て
報
道
）

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
平
成
24
年
度
一
般
会
計
負
担
金
総

額
の
補
正
と
、
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
額
３
千
３
百
万
円
の
２
議
案
い
ず
れ
も
原
案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
久
保
田

悦
子
・
横
山
良
継
各
氏
の
２
議
員
の
一
般
質
問

が
あ
り
執
行
部
に
考
え
を
質
し
ま
し
た
。
最
後

に
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
及
び
調
査
に
つ
い
て

承
認
し
閉
会
し
ま
し
た
。

　

去
る
10
月
５
日
午
後
１
時
30
分
よ
り
、
本
庁

舎
会
議
室
白
髪
岳
に
お
い
て
、
基
本
構
想
基
本

計
画
策
定
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

10
月
８
日
か
ら
10
月
９
日
迄
、
行
政
に
頼
ら
な

い
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
、
鹿

児
島
県
鹿
屋
市
柳
谷
、
通
称
「
や
ね
だ
ん
」
に

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
９
月
定
例
会
で
、
地
方
自
治
法

１
０
０
条
第
１
項
に
基
づ
く
「
谷
水
川
浚
渫
工

事
に
関
す
る
調
査
」
が
、
当
委
員
会
に
委
任
さ

れ
た
の
で
、
９
月
27
日
〜
12
月
７
日
迄
、
10
回

の
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
結
果
は
別
途
記

　

平
成
24
年
第
４
回
人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合

定
例
会
が
、
11
月
23
日
午
前
10
時
よ
り
、
人
吉

球
磨
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
、
大
会
議
室
に
於
い
て

開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

湯
前
町
議
会
議
員
の
任
期
満
了
に
よ
り
、
組

合
議
員
と
し
て
選
出
さ
れ
た
金
子
光
喜
・
黒
木

喜
己
男
議
員
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
後
、

議
長
も
任
期
満
了
に
伴
い
欠
員
の
為
、
議
長
選

挙
が
行
わ
れ
、
指
名
推
薦
の
方
法
に
よ
り
、
瀬

崎
哲
弘
議
員
が
第
15
代
議
長
に
当
選
さ
れ
ま
し

た
。
又
議
会
運
営
委
員
２
名
も
欠
員
と
な
っ
て

い
ま
し
た
の
で
高
橋
裕
子
議
員
・
米
本
宗
徳
議

員
の
補
充
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成
23
年
度
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
は
税
所
隆
則
委
員
長

報
告
の
通
り
、
全
員
異
議
な
く
原
案
の
通
り
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
又
第
３
次
人
吉
球
磨
ふ
る
さ

と
市
町
村
圏
計
画
基
本
構
想
の
策
定
に
つ
い
て

は
、
溝
口
峰
男
委
員
長
報
告
の
通
り
、
全
員
異

議
な
く
、
原
案
の
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
第
５
回
定
例
会
は
12
月
３
日
に
召

集
さ
れ
、
会
期
１
日
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
識

見
者
代
表
監
査
委
員
の
選
任
同
意
１
件
、
医
療

行
為
の
結
果
に
対
す
る
慰
謝
料
等
を
定
め
る
こ

と
に
つ
い
て
等
の
議
案
審
議
が
あ
り
、
全
議
案

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
同
意
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
第
２
回
臨
時
議
会
が
12
月
7
日
午

後
15
時
30
分
よ
り
上
球
磨
消
防
署
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
湯
前
町
選
出
の
森
山
議
員

が
新
し
く
２
番
議
席
に
指
定
さ
れ
、
続
い
て
水

上
村
選
出
の
小
野
議
員
を
議
長
推
薦
に
よ
り
監

査
委
員
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
24
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
６
５
８
千
円
増
加
し
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

５
億
９
６
９
４
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。
一
般

質
問
で
は
永
井
、
橋
本
両
議
員
が
庁
舎
耐
震
問

題
（
建
設
）、
と
西
分
駐
所
の
問
題
を
質
問
し
ま

し
た
。
城
南
地
区
消
防
広
域
化
が
白
紙
に
な
っ

た
現
在
で
は
、
救
急
問
題
で
人
吉
下
球
磨
消
防

署
と
の
応
援
協
定
の
強
化
を
は
か
り
た
い
と
松

本
組
合
長
の
答
弁
が
あ
り
、他
報
告
１
、承
認
２
、

議
案
２
が
原
案
の
通
り
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

　

第
４
回
川
辺
川
総
合
土
地
改
良
事
業
組
合
定

例
議
会
は
、
11
月
26
日
午
前
10
時
よ
り
組
合
会

議
室
に
て
会
期
一
日
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

組
合
長
の
諸
般
の
報
告
に
お
い
て
、
今
後
の

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
議
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

一
部
事
務
組
合
及
び
常
任
委
員
会
報
告

総
務
文
教
常
任
委
員
会

球
磨
郡
公
立
多
良
木
病
院

企
業
団
議
会

上
球
磨
消
防
組
合
議
会

川
辺
川
総
合
土
地
改
良

事
業
組
合
議
会
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厚
生
常
任
委
員
会
研
修
は
、
平
成

二
十
四
年
十
一
月
八
日
か
ら
十
一
月
九

日
の
一
泊
二
日
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
議
会
事
務
局
よ
り
土
肥
参

事
、
厚
生
常
任
委
員
会
五
名
、
保
健
環

境
課
よ
り
、
小
野
主
幹
と
丸
山
主
事
の

計
八
名
で
参
加
し
ま
し
た
。
午
前
十
時

に
鹿
児
島
県
曽
於
郡
大
崎
町
、
大
崎
町

有
機
セ
ン
タ
ー
を
研
修
し
ま
し
た
。
こ

の
施
設
は
、
大
崎
町
よ
り
、
そ
お
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
が
委
託
を
受
け
、
生

ご
み
処
理
の
営
業
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
平
成
十
六
年
四
月
よ
り
創
業
開
始

し
、
生
ご
み
（
12
・
３
円
）
草
木
（
４
・

０
円
）
で
年
間
約
千
ｔ
の
持
込
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
各
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

六
十
㎏
入
り
の
バ
ケ
ツ
を
置
い
て
、
回

収
さ
れ
て
い
ま
す
。
焼
却
施
設
は
所
有

せ
ず
、
生
ご
み
以
外
は
二
十
八
種
類
に

分
別
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
が
出
来
る
物
と

埋
立
て
処
分
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
ご

み
堆
肥
は
生
ご
み
１
対
バ
ー
ク
堆
肥
４

の
割
合
で
配
合
さ
れ
、
よ
も
ぎ
と
乳
酸

菌
を
混
合
し
た
エ
キ
ス
を
散
布
し
て
臭

気
を
防
ぎ
、
約
五
か
月
間
寝
か
せ
て
堆

肥
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
堆
肥

価
格
は
散
で
㎏
当
り
五
円
、
十
五
㎏
袋

詰
め
で
三
百
円
、
五
㎏
袋
詰
め
で
、
百

円
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
有
機
栽
培

に
つ
い
て
も
、
自
社
農
場
で
研
究
中
と

の
事
で
し
た
。
肥
効
調
査
等
に
つ
い
て

は
鹿
児
島
大
学
に
依
頼
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
問
題
点
と
し
て
、
高

能
率
化
す
る
為
に
は
ス
パ
ー
ン
が
少
な

い
と
の
事
で
し
た
。
生
ご
み
の
水
切
り

が
一
番
な
の
で
水
切
り
を
十
分
に
行
っ

て
も
ら
う
。
生
ご
み
の
中
に
は
ビ
ニ
ー

ル
片
や
金
属
（
ス
プ
ー
ン
等
）
が
混
入

し
て
い
る
の
で
、
十
分
注
意
し
て
も
ら

い
た
い
と
の
事
で
し
た
。

　

二
日
目
は
、
午
前
九
時
よ
り
奄
美
市

役
所
を
訪
問
し
、
奄
美
市
長
の
朝
山
毅

氏
よ
り
、
御
挨
拶
と
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
後
名
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

を
訪
れ
施
設
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

二
日
の
研
修
を
通
し
、
本
町
も
今
年
試

験
的
に
実
施
を
始
め
た
「
生
ご
み
の
堆

肥
化
」
の
重
要
性
や
そ
の
方
法
、ま
た
、

根
本
的
に
ご
み
を
減
ら
す
取
り
組
み
の

重
要
性
を
再
認
識
し
た
研
修
で
し
た
。

　

鹿
児
島
県
の
大
隅
半
島
に
位
置
す
る

鹿
屋
市
に
、「
や
ね
だ
ん
」
と
呼
ば
れ

る
電
車
も
バ
ス
も
通
ら
な
い
小
さ
な
集

落
、柳
谷
集
落
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
は
、

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
人
口
三
〇
六

総
務
文
教
常
任
委
員
会

視
察
研
修
報
告

厚
生
常
任
委
員
会
視
察

研
修
報
告

　平成24年11月19日から21日迄の３日間、全議員で先進地の現地・事例・取組の視察研修を実施
しました。
　高知県越知町農事組合法人「ヒューマンライフ土佐」は、僅かな山間部の土地利用、多様な自然条件
を活かし昭和60年初めより薬草との関わりが始まり、平成２年には農事組合法人を設立。持続可能
な生薬栽培（町内の栽培農家と漢方薬品会社ツムラとの契約栽培）の取り組みがなされています。補
助金に頼らず、越知町の農家の生き残りをかけた取り組みであり、その意気込みが感じられました。
あさぎり町においては、水稲栽培・畜産・果樹園芸等多様な農業ができることから越知町のように三
島柴胡をはじめとする薬草栽培に特化できるかは疑問であるがいずれにしても農業者の高齢化や遊
休地の解消を考えるとあさぎり町でもツムラから信頼される薬草供給地になって栽培が増え、農家
の安定収入、遊休地の解消につながればと願っています。
　高知県梼原町（人口３千８百人程度、総面積91％が山林の町）「人と自然が共生し輝く梼原構想」の
下「健康文化の里づくり」を掲げ、梼原病院と保健福祉支援センターそして地域が一体となり保健・医
療・福祉・介護サービス間の隙間を少なくし、きめ細かな支援が可能となっています。健康づくりへ
の関心が検診受診率の増加、医療費の抑制効果につながっているものと思われます。梼原町は小さな
町ゆえ、行政・医療機関・地域そして何よりも町民同士の絆が強く、町民個々に事業内容が浸透し町民
が支えあうことによって事業の成果が現れていると思います。又、自然エネルギーの取り組みについ
て「共生と循環」の町づくりを掲げ、地域に
あるエネルギーの賦存量調査に基づき、風・
水・光・木からの再生エネルギーの開発に取
り組まれています。あさぎり町においては
太陽光発電・木質バイオマスによる再生エ
ネルギーの取り組みを推進していけば良い
のではと痛感しました。ぜひ職員各位へも
研修していただき、共に研鑽を重ね町の活
性化に繋げていきたいと思います。

生産組合の自立にむけた取り組みと、山間部の
自治体の独自性のある運営の視察研修

人
の
す
べ
て
の
住
民
が
、
安
心
し
て

暮
ら
す
為
に
必
要
と
な
る
土
台
作
り

を
、
極
力
、
行
政
に
頼
る
事
な
く
実
行

し
て
い
る
地
域
で
す
。
自
主
財
源
を
捻

出
す
る
た
め
に
、
サ
ツ
マ
イ
モ
作
り
か

ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
焼
酎
作
り
を
行
っ
た

り
、
土
壌
微
生
物
を
使
っ
て
優
良
な
堆

肥
作
り
、
販
売
し
た
り
と
、
積
極
的
な

活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域

住
民
の
繋
が
り
を
重
視
し
て
い
て
、
地

域
の
絆
を
深
め
る
仕
組
み
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。
地
域
づ
く
り
に
一
番
重
要

な
点
は
、
全
員
を
引
っ
張
る
リ
ー
ダ
ー

の
存
在
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
、
こ

こ
、
や
ね
だ
ん
を
訪
れ
る
と
分
か
り
ま

す
。
や
ね
だ
ん
は
、
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

で
あ
る
区
長
、
豊
重
哲
郎
氏
の
存
在
な

く
し
て
成
立
し
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

ヤ
ル
気
を
起
こ
せ
ば
、
必
ず
奇
跡
は
起

き
る
と
い
う
信
念
と
勇
気
と
情
熱
を

持
っ
て
、
住
民
を
引
っ
張
っ
て
い
く
姿

に
は
、
感
動
さ
え
覚
え
ま
し
た
。
情
熱

で
人
を
動
か
し
、
感
動
で
感
謝
の
心
を

養
い
、
地
域
を
再
生
さ
せ
た
、
そ
の
手

腕
に
は
敬
服
い
た
し
ま
し
た
。
ト
ッ
プ

が
素
晴
ら
し
け
れ
ば
組
織
は
変
わ
り
ま

す
。
リ
ー
ダ
ー
の
情
熱
が
、
人
を
動
か

す
と
い
う
こ
と
で
す
。
議
員
ば
か
り
で

な
く
、
次
回
は
是
非
と
も
町
の
執
行
部

に
も
訪
問
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
そ
う

思
え
る
集
落
で
し
た
。　

　

平
成
二
十
四
年
十
一
月
八
〜
九
日
の

二
日
間
の
行
程
で
、
委
員
四
名
、
林
業

活
性
化
推
進
協
議
会
よ
り
二
名
、
役
場

一
名
の
計
七
名
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
宮
崎
県
日
南
市
北
郷
総

合
支
所
に
お
い
て
、
飫
肥
杉
、
森
林
セ

ラ
ピ
ー
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
市
役
所
内
に
正
式
な
課
で
は
な
い

が
、十
課
等
の
十
二
人
で
構
成
す
る「
飫

肥
杉
課
」
が
設
置
さ
れ
、
縦
割
り
行
政

の
壁
を
取
り
払
い
日
南
市
を
豊
に
す
る

活
動
が
「
飫
肥
杉
」
を
活
用
し
、
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。
職
員
か
ら
市
長
へ

の
進
言
で
、
今
日
の
「
飫
肥
杉
課
」
が

出
来
た
様
で
す
が
、
説
明
を
さ
れ
る
職

員
の
方
か
ら
、
地
域
興
し
の
熱
い
想
い

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

森
林
セ
ラ
ピ
ー
も
、
年
間
三
万
人
の

体
験
者
が
訪
れ
る
と
の
事
で
あ
り
、
自

然
回
帰
の
人
々
の「
健
康
増
進
、リ
ラ
ッ

ク
ス
」
志
向
の
中
、
観
光
誘
致
に
な
り

得
る
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。

　

平
成
十
九
年
度
か
ら
取
り
組
み
、「
森

の
案
内
人
の
養
成
」、「
森
林
セ
ラ
ピ
ー

食
や
癒
し
の
弁
当
の
開
発
」、「
医
療
検

証
を
取
り
入
れ
た
体
験
宿
泊
」
な
ど
各

種
の
メ
ニ
ュ
ー
を
ク
リ
ア
さ
れ
て
き
た

と
の
事
で
し
た
。
ま
た
水
上
村
の
森
林

セ
ラ
ピ
ー
の
取
り
組
み
は
素
晴
ら
し
い

と
絶
賛
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
、
ウ
ッ
ド
エ
ナ
ジ
ー
協
同
組

合
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
で
工
場
使
用

電
気
を
自
給
し
、余
り
は
売
電
も
さ
れ
、

CO2
排
出
量
削
減
に
向
け
、
植
樹
・
育
林

と
工
場
も
環
境
と
人
間
に
優
し
い
経
営

哲
学
を
感
じ
ま
し
た
。

　

若
き
社
長
は
、
中
国
へ
の
進
出
も
計

画
中
と
の
事
で
大
い
な
る
意
欲
を
強
く

感
じ
ま
し
た
。

　

日
南
市
で
は
、
多
く
の
市
民
が
参
加

で
き
れ
ば
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心
も

高
ま
り
、
屋
根
付
木
橋
の
こ
と
を
学
べ

ば
、
飫
肥
杉
や
運
河
、
地
域
の
歴
史
・

文
化
、
特
徴
も
知
り
、
そ
の
他
景
観
、

観
光
、
林
業
、
協
働
な
ど
多
く
の
可
能

性
を
感
じ
た
有
意
義
な
研
修
で
し
た
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

視
察
研
修
報
告

議員全体研修報告

やねだん区長  豊重哲郎氏の講演

農事組合法人「ヒューマンライフ土佐」

議会視察研修 議会視察研修
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い
つ
の
時
代
に
な
っ
て
も
正
月
は

い
い
。
親
類
と
酒
を
酌
み
交
わ
し
、帰

郷
し
た
旧
友
に
会
い
、そ
し
て
楽
し
い

中
に
も
お
ご
そ
か
に
初
詣
を
し
、今
年

一
年
の
家
族
み
ん
な
の
幸
せ
を
願
う
。

そ
う
い
う
平
凡
な
正
月
が
あ
り
が
た

く
感
じ
る
の
は
、こ
こ
数
年
の
自
然
災

害
や
経
済
不
況
の
せ
い
だ
ろ
う
か
。

　
今
年
は
巳
年
。「
巳
」と
い
う
字
は
、

蛇
が
冬
眠
か
ら
這
い
出
す
姿
を
表
し

て
い
る
と
も
言
わ
れ「
起
こ
る
、始
ま

る
、定
ま
る
」の
意
味
が
あ
る
そ
う
だ
。
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り
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す
。

　
広
報
委
員
も
今
年
一
年
頑
張
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（

永
井
）

委
員
長
　
皆
　
越
　
て
る
子

副
委
員
長
　
豊
　
永
　
喜
　
一

委
　
員
　
永
　
井
　
英
　
治

委
　
員
　
森
　
岡
　
　
　
勉

委
　
員
　
久
　
保
　
尚
　
人

委
　
員
　
加
賀
山
　
瑞
津
子

編
集
・
発
行
責
任
者

議
　
長
　
橋
　
爪
　
和
　
彦

広
報
調
査
特
別
委
員
会

町 民 声の

子ども達の輝く未来のために

岡原永岡

寺田さおり

　私には小学校 2年生の娘と 3才の息子がいます。今子育てと介護
の仕事の両立で頑張っています。私と同世代の友達と話をすると、
これからの生活のために仕事はしたいのだけれど、子育てしながら
の就職はむずかしいということをよく聞きます。私のところの幼い
子ども達もよく体調をくずし、急に仕事を休まなければならないこ
ともあり、本当に子育ての大変さと仕事との両立のむずかしさを痛
感しています。
　あさぎり町にお願いです。例えばお母さんが仕事を終わる時間ま
での公立保育所の保育時間の延長や親子で遊べる公園の整備などで
す。駅前公園にも、町で買い物をした時にお母さん同士でちょっと
お話し出来るようなスペースを設けたり、喫茶店のような処を作る
など検討して欲しいと思います。公立多良木病院内の病児病後児保
育施設の利用についても、まだまだ認知度が低い現状です。
　ぜひ若いお母さん達が安心して働ける環境を整えていただきたいです。
　あさぎり町で子ども達の笑顔がずっと輝けるように。子育てを頑
張るお母さん達が安心してイキイキと働ける町でありますように。

上南

上 田 貴
たか

 祐
まさ

　わが家は、たばこと米を主に、両親と共に作っています。私は高
校、大学と実家を離れて生活していたので、農業の事にまるで無
知。今年で就農して３年目になります。
　就農した当初は、言われた事だけしか出来ず、仕事がキツイと思
うこともありましたが、今では、仕事の流れも少しずつ分かり、収
穫の喜びで仕事が楽しくなり、また、先輩たちとの交流もあり、楽
しみも出てきました。
　しかし、まだ覚えることが多く、必死で頑張っています。今は、
たばこ生産者は色々な意味で、肩身の狭い思いをしていますが、安
定したたばこ作り、安心・安全なたばこ作りを目指し、一日も早く
仕事をまかせてもらえるよう、両親、先輩を見習い、負けないよう
頑張りたいです。
　その為にも、われわれ若手後継者が、やる気、元気の出る支援と
色々な面で、できるかぎりのバックアップをしていただきたいと思
います。

後を継ぐことに対して

16


